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i 島 与 志 雄 



楊 先生 は 自ら 識ら ずして 大きな 皮肉 をとば して いた _ 

そして 彼 自身 は 至極 真面目な ので ある。 楽しそう でさ 

え ある 

私 は 何も 言う ことがなかった。 薪割の 邪魔 をし ない 

ようにと、 間もなく 辞し 去った。 

その後、 東京 空襲 はます ます 激化し、 災害地 域は拡 

大して、 至る所が 焼け野原 となった。 私の 友人 知人に 

も罷災 者が 続出した。 この間 私 は、 まあ 焼け出される 

まで はと、 度胸 をき めて、 時折、 自転車 を乗リ 廻す の 

を 楽しみにした。 そういう 自転車 散歩の 或る 朝、 六月 
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